








早産で前早期破水が認められた場合には,破水後分娩までの時間が長いと児が感染する恐

れがあり,逆に破水後早期に出生すると未熟性による異常により児の予後が不良となる危

険がある。 

前年迄の本研究班の研究にて,われわれは在胎 32 週以降の児では,破水後分娩までの時間

にかかわらず,児の予後は比較的良好であることを見た。 

本年は,未熟性による児の予後が問題になる在胎 32 週未満の児につき,早産で前早期破水

が認められた場合の予後につき検討を加え,その管理案を検討した。 


